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○黒沢 良夫

筆者はヴァイオリンの構造(形状)・材質を変更したらどのような音（振動）になるか、また楽器のどの部分

の板が音に影響しやすいのか実験や有限要素法による計算を行っている。本研究では、力木（表板の裏側で

駒による圧力を支える部材）の有無により振動や音がどのように変化するか調べた。今回は振動解析ソフト

ME’scopeVESを用いた振動計測結果を紹介する。市販されているヴァイオリン製作キッドを用い、まずは表

板のみで力木の有無によるハンマー加振による振動計測、次に表板を楽器に取り付けて力木の有無による振

動計測を行い、振動モードや伝達関数を比較した。図１に表板を楽器に取り付けた状態でのバスバー有無に

よる振動モードの比較を示す。近い周波数での振動モードを比較すると、力木を取り付けることにより板の

振動面積が大きい振動モードになっていることがわかる。
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ヴァイオリンのバスバー（力木）有無による振動への影響


